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エコ・ミュージアム所在地 : 新潟県魚沼市大白川字浅草山1501

写真提供：新潟県立浅草山麓エコ・ミュージアム、田中六郎氏

エコセンター

エコ・ミュージアムの紹介

浅草山麓遊々の森の手前には、

広大な自然に包まれたエコ・

ミュージアムがあります。

敷地内には、見る・聴く・触る・

嗅ぐなど、人間の五感を働かせ

て自然を感じられる展示室の

あるエコセンター、そして確認

されただけでも152種の動物と

昆虫、53種の鳥類、172種の植

物が観察できるエコ・フィールド

があります。浅草山麓の環境を

活かした様々な自然ゲームや

動物観察などの環境学習プロ

グラムも用意されています。

エコ・フィールドの中は、車イス

やベビーカーでも安全に自然

観察ができるバリアフリー木道

が整備されていますので、ご家

族の皆様でお楽しみいただけ

ます。

（エコ・フィールド）

開園期間：5月下旬から11月上旬
開園時間：午前9時～午後5時

バリアフリー木道

観察小屋

浅草山麓遊々の森では、環境教育の一環として小・中

学生対象を中心に６つの森林学習プログラムをご用意

しています。インストラクター・指導員によるご案内

も可能です。（※要予約/エコ・ミュージアムにて）

交　　通　　案　　内

仲間と分担して散策路の保全作業を体験することで、環境を

守る意識と仲間を思いやる心を養います。

森を歩き、木の実、落ち葉、枯れ枝などの気になるものを

集めて、昔から利用してきた森からの恩恵について学びます。

太古からの浅草岳の大きな地形変化を知るとともに、

人と森の係わりと植生の変化を学びます。

遊々の森を地図やコンパスを使って散策しながら、

道に迷うこと無く安全に山を歩く技術を身につけます。

スノーシューを履き、森を散策して雪の重さを体験し、生き物が

雪の中でどのように生きているか学習します。

林業の仕組みと森林の持っている再生可能なエネルギーについて

学び、地球温暖化と自然界の関係について考えます。
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森の散策路を整備しよう

森の恵みを探そう

浅草山麓遊々の森、歴史発見隊！

浅草山麓遊々の森を歩こう

雪に親しみ冬の生物の暮らしを学ぼう

森林のエネルギーを考えよう

浅草山麓遊々の森で学べること学　習 歴　史
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浅草山麓遊々の森
（エコ・ミュージアム）

お問い合わせ先
林野庁  中越森林管理署  TEL 025-772-2143

新潟県立浅草山麓 エコ・ミュージアム  TEL 025-798-4141
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学　習 動植物遊々の森の四季・いきものたちの紹介 

浅草山麓の豊かな自然は、四季ごとにさまざまな景色を作り出し、たくさんの生き物をはぐくみます。

今の日本では貴重になったブナ林が見せる美しさや、大雪が降る冬の厳しさも、遊々の森の魅力です。

春

冬秋

夏

短い浅草岳の夏に、珍しい昆虫

たちがたくさん姿を現します
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ブナ林の鮮やかな新緑がキラキラ　

貴重な光景です

ブナ林の鮮やかな新緑がキラキラ　

貴重な光景です

紅葉で森がまっ赤に染まる秋

思わず見とれてしまいます

雪で一面の銀世界 この雪が

もたらす水が命を育みます

紅葉で森がまっ赤に染まる秋

思わず見とれてしまいます

雪で一面の銀世界 この雪が

もたらす水が命を育みます

アサギマダラ

写真提供：中越森林管理署、新潟県立浅草山麓エコ・ミュージアム、田中六郎氏、桜井昭吉氏
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遊々の森（国有林）利用の注意点

遊々の森はみんなの国有林です。

以下のルールやマナーを守って利用しましょう。

○植物、動物を保護し、大切にすること。 

○木にいたずらしたり、動植物・昆虫などを持ち帰らない。

○決められた場所で活動し、立入禁止区域には入らない。

○天気の悪いときは森に入るのを控えること。 

○季節により、クマやハチ、ヘビなど危険な生き物がいます。

　事前に対策を学習し、見つけても近づかないこと。

○ゴミは必ず持ち帰ること。 

◉ 森に入るときの服装（例）

○長袖 ○長ズボン ○運動靴 ○帽子 

○半そでや半ズボン、スカートは避け、動きやすいものを着用

◉ 森に入るときの持ち物（例）

○雨具（レインコート） ○お弁当 

○飲み物 ○タオル ○軍手

○防寒具（寒いとき） ○クマ鈴　

○虫よけスプレー など

※その他指示のあったもの　　　

発行：中越森林管理署発行：中越森林管理署

かつて浅草山麓はブナの原生林が広がっていました。

その森で、多くの人々が材木用ブナの切り出しや運搬、炭焼

きの仕事に携わっていました。

切り出されたブナ材は全国へ出荷され、床や家具の材料、

紙の原料のパルプなどに使われました。

その後、スギも植えられましたが、ブナが再び生え始め、

現在では見事なブナの二次林を形成しています。

かつて浅草山麓はブナの原生林が広がっていました。

その森で、多くの人々が材木用ブナの切り出しや運搬、炭焼

きの仕事に携わっていました。

切り出されたブナ材は全国へ出荷され、床や家具の材料、

紙の原料のパルプなどに使われました。

その後、スギも植えられましたが、ブナが再び生え始め、

現在では見事なブナの二次林を形成しています。


